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新潟県女性財団では「より豊かで元気が出る情報発信」をめざして、このたび

全面的にホームページのリニューアルを行いました。 

主な変更点は 3つです。 1:講座やイベント案内をはじめ、情報を充実しまし

た。2:掲載情報が一目でわかるポータルサイト化を図りました。 3:お洒落度が

格段にアップし、見る人が元気になるサイトになりました。 

URLは http://www.npwf.jp/ です。 

センター情報ともども、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

今回のトピックス 

・平成２０年度事業のご案内 

 ・平成１９年度人材育成事業「ファシリテーション・グラフィック」講座報告 

 ・定期講演会「もっとお気に入りの自分になる！」講座レポート 

 ・賛助会員の皆様へ 19 年度事業のご報告 

 

 

 

 

19 年度に引き続き、これからの新潟県の男女共同参画を担うリーダーとなる人材の育成を目指し

ます。また、市町村や民間団体などとの連携を強化し、ネットワーク化を図るとともに、新たに企

業との連携を模索します。 

 

●研修事業 

 １）人材育成プログラムの開発・人材育成セミナー 

    男女共同参画の視点をもって、意思決定の場に参画できる女性の育成プログラムの開発と

試行をします。 

 ２）地域セミナー 

    団体や市町村と協働で男女共同参画の啓発や喫緊の課題をテーマに県内各地で講座を実

施。19年度に引き続き、委託による講座も実施します。 

 ３）女性センター講座 

ホームページがお洒落にリニューアルしました！ 

平成２０年度事業のご案内 

 

http://www.npwf.jp/


    男女共同参画について学ぶ講座です。20年度は、3回連続講座を 2コース予定しています。 

 ４）保育ヘルパーグループ研修 

    県内各地で活躍する保育ヘルパーグループのスキル向上をサポートする研修です。 

  

●交流事業 

 １）女性関連施設交流会 

    県内の女性関連施設の職員等との情報交換の場を設け、ネットワーク化を支援します。 

 ２）住民団体交流会 

    協働で地域セミナーを実施した団体による事業成果の報告と情報交換の場です。 

 ３）企業交流会（新規） 

    性別問わずに仕事と私生活の両立を図る「ワークライフバランス」の実現を目指し、県内

の企業関係者との交流の場を設けます。 

 ４）講座企画力養成事業 

市町村の男女共同参画担当等の職員を対象に、講座の企画運営と男女共同参画の視点の発

信についての研修と交流を行います。 

５）にいがた男女共同参画ウィーク支援事業 

「にいがた男女共同参画ウィーク」（平成 20 年 11月

22 日～30日）に合わせ、新潟ユニゾンプラザにて

講演会とワークショップを行います。 

 

●情報事業 

 １）情報誌の発行とホームページの運営 

    「新潟県女性センター情報」（隔月発行）と、リニューアルしたホー

ムページを利用して新鮮で役に立つ情報を発信します。 

 ２）啓発誌の発行 

    読み物としてだけではなく、「資料」として使える冊子を発行します。 

 ３）キャリア形成支援情報の提供（新規） 

    女性が様々な新しい分野にチャレンジし、生涯にわたって主体的に 

選択しながらキャリアを形成するために必要な情報の提

供を行います。  

 

●自主事業 

 １）定期講演会開催事業 

    新潟県女性センターを会場に現代的課題をテーマにした講演会を定期開催します。 

 

 ２）調査研究事業 

    職場における男女共同参画とポジティブアクションをテーマとして、企業の意識調査を行

うとともに企業に対するアプローチ方法を研究します。 

 

 

19 年 2 月発行。定価 500 円で好評発

売中。お問合せは財団事務局まで。 

「にいがた女
ひと

と男
ひと

フェスティ

バル 2008」ワークショップ募

集します！詳細は同封のチラ

シをご覧ください。 



 

 

女性財団では、昨年度から賛助会員や講座受講生へのアンケートを皮切りに人材育成プログラムの検

討をしてきました。そして、その第一弾として「様々なスキルを習得したい」というニーズと男女共同

参画の視点を融合させた「ファシリテーション・グラフィック（FG）」4日間集中講座を 2月～3月に

開催しました。地域活動に限らず、企業においても議論を可視化する注目のスキルであることから、企

業や個人事業者などからも参加がありました。参加費についても、全課程を通じて 12,000 円という価

格設定を試行的に行いましたが、実践に即した充実のプログラムに「安い！」との感想が多くありまし

た。新潟県内でも、これだけ充実した講座は例がないと好評いただいた内容について企画運営担当

者から報告します。財団では、今後も身に付けたスキルの実践の場を提供するなど、継続性のある仕

組みとプログラムを検討していきます。 

 

【講座概要】日程：平成 20 年 2月 10日・11日、3月 29 日・30日 

講師：加留部貴行さん（日本ファシリテーション協会副会長） 

川端美智子さん（㈱ﾗｲﾌｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ･ｱｿｼｴｲﾂ代表取締役、財団事業コーディネーター）       

 

ファシリテーション・グラフィックを通じて男女共同参画社会の普及啓発・

参加促進・課題解決を地域の現場で支えることができる人材を育成すること

を目的に『ファシリテーション・グラフィックを使いこなそう ～ともに生

かし合う関係をつくるために～』と題して、４日間の講座が開催されました。 

 初回の 2月 10日。まず，ファシリテーションおよびファシリテーション・

グラフィック（ＦＧ）とは何か、そしてミニ講演をスローモーションで描くワークを通して、模造

紙・付箋等の素材の基本知識を学びました。2回目（2月 11日）は、ＦＧ体験で他人の描く姿を観

察することを通して、基礎素材と自分や他人のＦＧスタイルを知ることによって、これまでの活動

の振り返りや確認を行いました。 

 その後 3回目までの約一ヶ月半は、参加者が実際の現場で幾度かＦＧを実践し、その実践内容や

課題などをレポートにまとめる実施期間としました。 

 そして 3 回目（3 月 29 日）。現場での活用事例を共有・交換し、実際に現場で意味をもって活用

できるようになるための体得を行いました。最終回（3月 30日）では、さらなる実践に向けて、活

動現場におけるＦＧ活用の意味づけや男女共同参画の意義そのものを、ＦＧを通じて深堀りしてい

きました。 

 最初、講師の加留部さん・川端さんの関西系（？）の早口に，おっとり型の新潟人は押され気味

でしたが、だんだんとその魅力に取り付かれ、知らず知らずのうちにどんどん引きこまれていきま

した。長いようで短かった、そしてとても充実した講座を振り返り、またの再会を約束し閉会しま

した。                       【報告者：企画運営委員 天尾貴子】 

 

  

昨年度の好評をうけ、今年度も講座の実施が決定しました。日時は 7月 19日(土)～20日(日)、 

会場は新潟県女性センターです。詳細が決まり次第、チラシかホームページでご案内します。 

 

「ファシリテーション・グラフィックを使いこなそう」報告 

 

【今年もファシリテーション・グラフィック講座を実施します！】 

 



 

 

 2月に開催した 19年度女性財団定期講演会パート 4の報告です。当日は寒い季節にも関わらず多

数の参加者がありました。 

【講座概要】日時：平成 20 年 2月 27日（水）10:00～12:15  

講師：菊野麻子さん（フリーアナウンサー） 

２月の定期講演会では、講師に元ＮＳＴアナウンサーで現在はフリーでご活躍中の菊野麻子さん

をお迎えして２時間にわたりお話をいただきました。最初に行われた「私の第一印象は？」のワー

クは、決められた時間内に５人の人から自分の第一印象について聞くもので、「自分の描いている

自分像」と「人から見た印象」の違いに気付かれた方も多くいたようでした。その後に続く「話の

組み立て方」「輝く話し方」のお話では、「プラスの表現を使っているとキラキラ輝いてくる」「話

の最後は必ず否定ではなく、肯定で」「自己暗示をかけるとそのようになる」など参考になる事が

沢山あった講演でした。最後に（財）２１世紀職業財団から再チャレンジ支援についてのお話もい

ただきました。輝いている菊野さんを見ていると、常に前向きで自分の内面を上手くプラスの方向

へ持っていく力を感じました。「何事も自分から！」前向きにいきたいものです。 

【報告者：企画運営委員 櫻井友子】 

 

 

                              

いつも女性財団へのご支援くださいましてありがとうございます。皆様から納入していただいた平

成 19 年度賛助会費は、自主財源の一部として事業費にあてさせていただきましたので、ご報告い

たします。 

平成 19 年度事業及び事業費内訳（単位：千円）    賛助会員及び会費納入状況（金額単位:千円） 

 

■事務局体制変更のお知らせ■ 

4月から事務局体制が変更となりましたので、 

お知らせいたします。   

松本健司（事務局長）・伊東美保子（業務課長代理）・小熊洋子（専門員）・西條和佳子（専門員） 

＊今回から「センター情報」の担当になりました。よろしくお願いいたします！（西條） 

 

編集発行/財団法人新潟県女性財団 

〒950-0994 新潟市中央区上所 2-2-2 新潟ユニゾンプラザ 2階/新潟県女性センター 

TEL:０２５－２８５－６６１０  FAX:０２５－２８５－６６３０ 

E-mail:npwf@npwf.jp   ＨＰ：http://www.npwf/jp/ 

事 業 名 事業費 補助金等 自主財源 

県補助事業 

交流事業 

研修事業 

情報事業 

  

  600 

4,189 

2,200 

 

600    

4,189 

2,200 

 

 

  

自主事業 

定期講演会開催 

事業、広報事業 

調査研究事業 

 

1,121 

  

1,121 

総 事 業 費 8,110 6,989 1,121 

区分 
平成 18年度 計 平成 19年度 計 

加入数 口数 金額 加入数 口数 金額 

個人会員 292 359 719 289 358 718 

団体会員 71 107 535 70 102 510 

法人会員 22 22 440 22 22 440 

計 385 488 1,694 381 482 1,668 

定期講演会「もっとお気に入りの自分になる！」講座レポート 

 

賛助会員の皆様へ 19年度事業のご報告 
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